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第 1章（導入） 5～ 16ページ（計 12ページ） 5～ 18ページ（計 14ページ）
第 2章（古代） 17～ 56ページ（計 40ページ） 19～ 62ページ（計 44ページ）
第 3章（中世） 57～ 88ページ（計 32ページ） 63～ 96ページ（計 34ページ）
第 4章（近世） 89～ 130ページ（計 42ページ） 97～ 140ページ（計 44ページ）
第 5章（近代） 131～ 180ページ（計 50ページ） 141～ 194ページ（計 54ページ）
第 6章（戦前） 181～ 222ページ（計 42ページ） 195～ 238ページ（計 44ページ）


















全 2節構成だったが，そのうち 1節「文明のおこりと日本の成り立ち」（20～ 33ページ，計
14ページ）となっていた部分が，新版では 1節「世界の古代文明と宗教のおこり」（22～ 31ペー
ジ），2節「日本列島の誕生と大陸との交流」（32～ 37ページ）の 2節に分かれ（計 16ページ），









































































































































































































































































られているが，旧版におけるその数は，前近代で 13箇所，近代で 2箇所，計 15箇所であった。












構成上最も大きく変わったのは，第 1章「歴史の移り変わりを考えよう」で，旧版が 4～ 6












































































































































































26年 1月 17日文部科学省告示第 2号）。この見直しは，直接的には 2013年 11月 15日に発表された
文部科学省の「教科書改革実行プラン」に沿ったものであるが，その背景には，「教科書検定基準を
抜本的に改善」することを公約に掲げる与党の方針が存在している。




 4. 『解説』11～ 14ページ。
 5. 『解説』69～ 72ページ。
 6. 『解説』70ページ。
 7. 『解説』73ページ。
 8. 『解説』75ページ。
 9. 『解説』79ページ。
10. 『解説』82ページ。
11. 『解説』69ページ。
12. 『解説』13ページ。
13. 「江戸幕府の政治の特色を考えさせ，幕府と藩による支配が確立したことを理解させる」。『解説』78
ページ。
14. 『解説』70ページ。
15. 三谷芳幸「弥生時代の区分が変わる？」（『週刊朝日百科　新発見！ 日本の歴史』50，2014）等。
16. なお，古代では東アジア情勢を各事項の始めに移動させたり，「正倉院の宝物が語る大陸との交流」
をコラム化するなど，東アジア情勢への留意が強く感じられる。
17. このコラムの中には「日本の領土と近隣諸国」も含まれており，「中学校学習指導要領解説」の一部
改訂で求められた「領土に関する教育」への対応が図られている。
18. 『解説』69ページ。
19. 『解説』73ページ。
20. 『解説』68ページ。
21. 『解説』75ページ。
22. 『解説』68ページ。
23. 『解説』68ページ。
24. 『解説』70ページ。
25. 『解説』70ページ。
